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２００５年１月２６日 
 

 
「デジタルペン ソリューション」のメニューに 

「デジタルペン対応用紙オンデマンド印刷機能」を追加 

特殊なドットパターンを含めた「デジタルペン対応用紙」対応の帳票を 

ユーザー自身がいつでも作成・印刷可能 

 
 日立製作所 情報・通信グループ(グループ長＆CEO：古川 一夫、以下 日立)は、このたび、デジタル

ペンを使い、特殊なドットパターンを含めた「デジタルペン対応用紙」対応の帳票に書いた情報を電子化

し、そのまま業務システムで利用可能とする「デジタルペン ソリューション」のメニューに、従来、印刷業者

に発注する必要があった「デジタルペン対応用紙」対応の帳票を、ユーザー自身がいつでも作成・印刷

可能とする「デジタルペン対応用紙オンデマンド印刷機能」を追加し、１月２７日から販売開始します。 

 

 デジタルペンは、ペン自体に超小型カメラを内蔵し、「デジタルペン対応用紙」上にある特殊なドットパタ

ーンをカメラで読取ることで帳票の種類と紙面の位置情報を認識し、手書き情報を電子化します。「デジタ

ルペン対応用紙」は、特殊なドットパターンを印刷する必要があるため、従来は印刷業者に発注する必要

がありました。今回、ユーザー自身が業務内容に応じた帳票を作成し、いつでも必要な枚数をプリンター

から印刷可能となります。これにより、例えば、案件や顧客により記載内容が変わる病院の看護記録や商

品・設備などの点検、複数種類の帳票を用いる保険や自動車などの見積や販売契約などの業務におい

て「デジタルペン ソリューション」を導入することで、業務効率を向上することが可能となります。 

 

  日立の「デジタルペン ソリューション」は、生鮮卸売市場をはじめとする流通分野や医療分野などで利

用されはじめています。今後も、手書き作業が残るさまざまな業務・分野への積極的な拡販を進めていき

ます。

 

■ 「デジタルペン対応用紙オンデマンド印刷機能」の特長 

 １．デジタルペン対応用紙をユーザー自身がプリンターで印刷可能 

   従来は、印刷業者に発注が必要であったデジタルペン対応用紙を、ユーザー自身が、プリンターで 

   必要なときに必要な枚数印刷することを可能としました。また、帳票レイアウトが容易に変更可能と 

   なりました。これにより、デジタルペンに対応した帳票の印刷発注や在庫管理、帳票レイアウトの版下 

   作成のコストなどを意識する必要が無くなります。 

 ２．帳票と業務システム上のデータとの連携が可能 

   印刷する帳票は一枚ごとに異なるドットパターンとすることが可能なため、業務システム上にある指定 

   したデータと帳票との対応付けをすることが可能です。そのため、顧客の情報や数値などを加えて印 
   刷した帳票に、デジタルペンで追記や修正を行うと、対応する業務システム上のデータを更新するこ 
   とが可能です。 
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■ 販売目標 

 ２００８年度末までに累計８００セット 
 
■ 価格及び提供時期 

製品 価格(税込) 提供時期 

デジタルペン ソリューション 個別見積(*1) ２００５年４月１日 

 *1) ペン 50 本モデル例：735 万円～（税抜：700 万円） 

    本価格には、デジタルペン５０本、プリンター１台、データ振り分けソフトウェア、データ処理ソフトウェア、デジタルペン対応用紙印刷 

    ソフトウェアなどが含まれています。このほかに別途構築費用などが必要です。 

※ 稼働環境 ： クライアント PC(OS)  ： WindowsXP SP2 及び Windows2000 Professional SP4 

           サーバー         ： Windows2000 Server SP4 及び Windows Server 2003 Standard Edition又はEnterprise Edition 

           プリンター        ： 株式会社沖データ製:MICROLINE5400 に対応。 

                           (その他の会社製プリンターにも順次対応予定) 

 

■ 他社所有商標に関する表示 

・ Microsoft、Windows、Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における 

  登録商標または商標です。 

・ Windows Server 2003 の正式名称は、MicrosoftⓇ Windows Server 2003 Operating System です。 

・ その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

 

■ 「デジタルペン ソリューション」に関するホームページ 

  http://www.hitachi.co.jp/tegaki/   (２００５年１月２７日公開) 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

 株式会社 日立製作所 情報・通信グループ 公共システム営業統括本部 

 カスタマ・リレーションズセンタ【担当：森、亀山】 

 〒１３６－８６３２ 東京都江東区新砂一丁目６番２７号 新砂プラザ 

 ＴＥＬ ： ０３－５６３２－７４１２（ダイヤルイン） 

 

 

                                                                        以上 
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■ 「デジタルペン対応用紙」について 

カーボンインクにより特殊なドットパターンを印刷した専用紙を指します（図 1 の A）。ドットは、約 0.3mm 間

隔で格子状に配置されており、それぞれが微妙に上下左右にずれて配置しています（図 1 の C）。6×6 ド

ット分の面積（1.8mm×1.8mm）を一単位とすると（図 1 の B）、36 個のドットにつき、それぞれ上下左右 4

通りの組み合わせが考えられるので、理論上そのパターンは 4 の 36 乗通りの組み合わせが考えられます。

この 6×6 ドットの組み合わせを面積に換算すると、非常に膨大な範囲を網羅することとなります。ドットパ

ターンは、一単位ごとに X、Y 座標が割り当てられているため、個々のデジタルペン対応用紙上でのドット

パターンの X、Y 座標から、全ペーパー上での絶対位置を判別できます。デジタルペン対応用紙はそれ

ぞれのペーパーに、固有のIDを割り振ることにより識別が可能です。用途に応じた帳票をこの用紙上にレ

イアウトして使用します。 

 

 

 

 

 

 

添付別紙 

図 1：デジタルペン対応用紙の仕組み 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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